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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

◇

た 集 う :日

・
L・
11な 兵

し と 単 と
か イヒ な も
し し る li｀

て 上 え
静 し 着 な 一
il・l ま 「if い
藩 つ 族 `よ

は
、
和
歌
山
藩
に
よ
る
徴
兵
制
実
施
の
よ
う

な
軍
制
全
般
で
の
革
新
は
み
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
幕
府
の
優
れ
た
人
材
や
最
新
の
書
物

・

武
器
な
ど
を
軍
事
教
育
機
関
と
し
て
の
沼
津

兵
学
校
に
集
積
し
、
学
校
の
組
織

・
制
度
上

で
新
生
面
を
開

い
た
の
で
あ

っ
た
．　
一
度
武

装
解
除
さ
れ
た
静
岡
藩
の
特
殊
性
や
西
周
の

「徳
川
家
沼
津
学
校
追
加
掟
書
」
の
文
学
科

新
設
構
想
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
単
な

る
陸
軍
Ｌ
官
養
成
学
校
に
と
ど
ま
ら
な
い
面

幕
府
陸
軍
と
沼
津
兵
学
校

★沼津 兵 学校 の人材 にみ る幕府陸軍のミリタリー 。ル ック ★ 潜 犠 幕
お 府 末
い が 以
て 力 来
解 を ｀

体 注 そ
さ い の
れ で 装｀

き イナ肯
勤 た 。

番 陸 組
糸1 1算  糸哉
と は の
い  ｀

近
う 静 代
屯 岡 化

鶉 畿1錮 1131,il
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も
あ

っ
た
が
、
基
本
的
に
は
軍
事
施
設

で
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
静
岡
学
問
所
と

は
違

い
、
あ
く
ま
で
静
岡
藩
軍
事
掛

（

最
初
は
陸
軍
局
）
の
管
轄
下
に
置
か
れ

た
も
の
で
あ
り
、
学
校
の
組
織
と
し
て

も
、
戦
争
そ
の
他
臨
時
の
際
に
は
、
教

授

・
生
徒
と
も
旧
ネ
府
陸
軍
の
階
級
に

準
し
た
戦
時
編
成
を
と
る
こ
と
に
な

っ

て
い
た

（
３
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）。
ま
た
、

学
科
編
成
に
お
い
て
も
、
歩
兵

・
砲
兵
・

築
造
の
三
科
に
分
け
ら
れ
、
幕
末
の
ぎ

り
ぎ
り
の
段
階
で
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問

団
の
建
言
に
よ

っ
て
設
立
が
計
画
さ
れ

た

「
三
兵
士
官
学
校
」
の
構
想
を
継
承

す
る
も
の
で
あ

っ
た

（も

っ
と
も
沼
津

兵
学
校
に
は
三
兵
の
う
ち
騎
兵
科
が
な

く
築
造
科
が
お
か
れ
て
い
た
）。

人
的
系
譜
の
上
か
ら
は
、
服
部
綾
雄
・

藤
沢
次
謙
と
い
っ
た
藩
軍
事
掛
首
脳
が

幕
府
陸
軍
の
幹
部
経
験
者
だ
っ
た
ほ
か
、

沼
津
兵
学
校
の
教
授
陣
も
、
西

・
渡
部
・

乙
骨

・
杉
と
い
っ
た
蕃
書
調
所
―
開
成

所
の
洋
学
者
や
赤
松

・
伴

・
塚
本
と
い

っ
た
海
軍
出
身
者
も
大
き
な
比
重
を
占

め
て
い
た
が
、
人
数
で
は
や
は
り
陸
軍

関
係
者
が
圧
倒
的
多
数
で
あ

っ
た
。
特

に
二
等
教
授
方
は
、
幕
府
陸
軍
の
佐
官

～
尉
官
経
験
者
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

ま
た
、
兵
学
校
の
生
徒
の
ほ
う
も
、

相
当
な
人
数
が
幕
府
陸
軍
の
士
官

・
下

士
官
出
身
者
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

人
材
以
外
に
も
、
兵
器

・
機
械

・
書

籍
と
い
っ
た
も
の
の
相
当
数
を
旧
幕
府

陸
軍
か
ら
引
き
継

い
で
い
た
と
思
わ
れ

る
。
明
治
三
年
六
月
の
兵
器
庫
の
火
災

で
焼
失
し
た
兵
器
類
は
数
千
に
の
ぼ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在

「
沼
津
文

庫
」
と
し
て
残
存
す
る
兵
学
校
の
旧
蔵

書
の
中
に
は
、
「
陸
軍
所
」
の
蔵
書
印
の

上
か
ら

「
沼
津
学
校
」
の
蔵
書
印
が
押

´

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
幕
末
に

陸
軍
所
が
刊
行
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

再
版
し
て
沼
津
兵
学
校
の
教
科
書
と
し

た
と
い
う
例
も
あ
り
、
旧
幕
府
陸
軍
と

沼
津
兵
学
校
と
の
密
接
な

つ
な
が
り
を

証
明
し
て
い
る
。
変

っ
た
と
こ
ろ
で
は

幕
末
の
フ
ラ
ン
ス
軍
事
顧
問
団
の
ひ
と

リ
カ
ズ
メ
ー
フ
が
乗
用
し
た
馬
が
沼
津

に
運
ば
れ
、
「
カ
ズ
ノ
ー
」
と
名
付
け
ら

れ
て
兵
学
校
の
乗
馬
練
習
に
使
用
さ
れ

て
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

沼
津
兵
学
校
は
、
幕
府
陸
軍
の
優
れ

な

た
遺
産
を
継
承

。
発
展
さ
せ
る
も
の
だ

っ
た
が
、
廃
藩
置
県
に
よ
る
中
央
集
権

国
家
体
制

へ
と
い
う
歴
史
的
趨
勢
の
中

で
は
、
短
命
に
お
わ
る
運
命
に
あ

っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
大
村
益
次
郎
が
創
始

し
た
明
治
政
府
の
近
代
軍
制
に
接
木
さ

れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
幕
府
陸
軍
と
明

治
の
日
本
陸
軍
と
を
人
的

・
系
譜
的
に

橋
渡
し
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

特
に
、
十
官
学
校

・
砲
兵
科

・
工
兵
科
・

陸
地
測
量
部
な
ど
に
そ
の
影
響
は
濃
厚

に
伝
え
ら
れ
た
。

※幕府 |■ 軍時代の階級・職 名判 明者のみ

沼津 夕t学 124の 生徒 は、当初 幕府陸軍 士官・下十 官 を使宜 的
に編 入 した もの であ ったので、資業生 に 及第 した者 も相 当
数 が 旧ネ府陸軍関係 者だ った と考 え メ)れ る。
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氏 名 幕府陸軍時代 藩岡静

服音5 綾雄

藤沢  次謙

江原 素六

須藤時一郎

陸軍奉行並

陸軍副総裁

撒兵頭

歩兵差 図役頭取

権大参事・軍事讐ト

少参事・軍事推ト

軍事推卜附属

大築  尚志

浅井  道 博

平 岡 資始

万年  千秋

間宮 信行

天野  点省

永持  明徳

森 川 重 申

蓮 池新十郎

山内 勝 明

中根   淑

久須 美祐 利

神保  長致

揖斐  章

歩兵差 図役頭取

砲兵差 図役

歩兵頭並

砲 兵頭

砲 兵頭並

砲兵差 図役頭取

歩兵差 図役頭取並

砲兵差 図役

砲兵差 図役頭取

歩兵差 図役

奥詰銃隊頭並

騎 兵差 図役 勤方

撒 兵頭並

兵学校一等教授方

兵学校二等教授 方

兵学校二等教授 方

溝 口 善 輔

中川 将行

真野  肇

三 谷 隆造

古 川 宣誉

矢吹  秀一

原 田 信民

生 島  準

里チ〃(  らけ史菫

愛知  信 元

佐 久間信英

11[Ilィト■―良ト

山 口 信邦

岡部  長民

卜ヽ    忍、

中島   I静

歩兵差 図役頭取

撒 兵差 図役下役

撒 兵改役

歩兵差 図役頭取

撒 兵差 図役並

歩兵差 図役下役

歩 兵差 図役下役並

撒 兵差 図役 勤方

歩兵差図役下役並勤方

銃隊差 図役並 勤方

砲兵差 図役頭取動 方

撒 兵差 図役並 勤 方

小 筒組差図役

新砲 兵差 図役 勤方

砲 兵差 図役頭取

歩兵差図役下役並勤方

兵学校 第 2期 資業生

兵学校 第 3期 資業生

兵学校 第 4期資業生

兵学校 第 5却l資業生
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階級対応表 (若千厳密さを欠 く′点あり)

幕府陸軍 (後の呼称 ) 藩岡静

陸軍総裁(元  帥 )

陸軍 副総裁 (大 将 )

陸軍奉行 (中   将 )

陸軍奉行並 ( 〃 )
奉 行  (少  将 )

頭    (大  佐 )

頭 並  (中  佐 )

頭並介

総 日付  (少  佐 )

差図役頭取 (大 尉 )

改 役

差図役頭取勤方

差図役頭取並

差図役  (中 尉 )

差図役勤方

差図役並 (少 尉 )

差図役並勤方

差図役下役 (曹 長 )

改役下役

旗 役

差図役下役勤方

差図役下役並 (軍曹 )

差図役下役並勤方

響導役

陸軍総括        権大参事 。軍事措ト

陸軍頭→陸軍御用重立取扱―→ 少参事・軍事書ト

〈沼津兵学校〉 〈生育方      → 勤番組〉

頭  取

一等教授方  生育方頭取一→ 沼津勤番組之頭

一等教授並

二等教授方

二等教授方

二等教授並

生徒一級

生徒二級

生徒三級

同 並

生育方取締―→ 1～ 19番頼頭取

生育方世話役一一→世話役

生育方肝煎

へ

幕府陸軍所から沼津兵学校ヘ

移管されたことを示す蔵書印

大鳥圭介訳「歩兵程式」
慶応 3年 に陸軍所が出版したもの

を沼津兵学校が明治 3年に再版

鰊
輻
輻
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描
⑤
鰊
鰊
鏃
輻
攀
蕪
糠
蕪
樵

史
料
紹
介

―
―
文
明
開
化
期
の

村
落
に
お
け
る
学
習
結
社
―
―

但
右
書
冊
ノ
内
望
ノ
方

ハ
其
訳
セ

ハ
方
ヱ
申
遣
シ
其
上
ニ
テ
預
り
置

可
申
事

第
二
則
　
右
買
調
ヱ
候
書
物
ヱ
社
中
蔵

書
印
ヲ
居
ス
基
預
り
主
ノ
印
ヲ
居
何

々
ノ
書

ハ
誰
レ
々
方

二
預
ケ
ア
ル
事

巨
紬

二
記
録
二
拍
社
中
不
都
合
無
之

様
可
致
ス
事

第
二
則
　
社
中

ニ
テ
再
度

・塾
読
致
度
輩

ハ
其
訳
セ

ハ
方
ヱ
申
遣
シ
セ

ハ
方
ヨ

リ
預
り
主
方
ヱ
申
遣
シ
借
受
相
波
申

へ
え
候
其
他
自
己
ノ
貸
借
致
ス
マ
シ

ク
尚
読
終
之
後
モ
同
断
セ

ハ
方
ヱ
相

返
シ
申
ス

ヘ
キ
事

第

四
則
　
右
買
調
ヱ
候
書
冊

ハ
基
社
中

蓄
蔵
ノ
書

二
是
ア
リ
候
得

ハ
讐

へ
預

リ
ニ
タ
リ
ト
モ
限
リ
ニ
取
扱
ヒ
致
ス

間
敷
候
事

第
五
則
　
社
中
集
会
ノ
義

ハ
四
李

二
相

立
各

二
提
弁
ニ
テ
打
寄
相
互

二
睦
合

社
則
ヲ
議
シ
テ
書
冊
ヲ
取
調
記
録
ニ

引
合
踪
漏
無
之
様
可
致
事

但
社
中
わ
除
ノ
義

ハ
随
意
勝
手
タ

ル

ヘ
キ
事

内
浦
盟
社
社
則

こ
こ
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
伊
豆
国

君
沢
郡
小
海
村
（現
沼
津
市
内
浦
小
海
）

の
増
田
家
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
文
明
開
化
期
に
お
け
る
民
衆

の
熱
心
な
学
習
意
欲
を
伺
わ
せ
る
興
味

深
い
史
料
で
あ
る
。

内
浦
盟
社
　

　

　

　

　

□

方
今
維
新
ノ
秋
ニ
ニ
リ
府
下
ノ
輩

ハ
其

学
校
ス

ハ
諸
先
生
ノ
私
塾
二
於
テ
日
夜

苦
学
勉
強
ヲ
尽
ス
ト
雖
た
出
野
片
部
ノ

海
片

二
住
メ
ル
我
輩
ノ
如
キ

ハ
時

二
後

レ
徒
二
旧
習
ヲ
離
レ
ス
開
化
ノ
以
二
趣

ク
事
ヲ
得
ス
滋

二
因
テ
今
般
有
恙
ノ
輩

ヲ
語
合
社
中
ヲ
結
ヒ
僅
ノ
積
貨
ヲ
企
テ

以
テ
諸
先
生
ノ
翻
訳
サ
レ
タ
ル
書
冊
ノ

中
解
シ
ヤ
ス
キ
モ
ノ
ョ
リ
購
求
イ
タ
シ

社
中

一
順
足
ヲ
読
事
ヲ
得

ハ
開
化
ノ

一

端
モ
類
フ
コ
ト
ラ
得

ヘ
シ
ト
云
々

社
則

第

一
則
　
社
中
毎
月
新
貨

二
十
五
銭
ツ

ゝ
積
貨
致
シ
右
ヲ
以
テ
月

二
書
舗

ニ

頼
ミ
諸
先
生
ノ
着
述
翻
訳
ノ
書
冊
ヲ

求
メ
社
中

一
巡
シ
読
終
ノ
上
世
話
方

ヱ
相
退
シ
申
ス
ベ
ク
候

-3-
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蔵
書
印
に
は

「
足
柄
県
第
二
十
六
区

伊
豆
国
内
浦
盟
社
蓄
蔵
書
之
印
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
史
料
が

足
柄
県
時
代

（
明
治
四
～
九
年
）
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

増
田
家
は
、
近
世
以
来
津
元
を
つ
と

め
て
き
た
旧
家
で
、
当
時
の
当
主
政
慶

（
七
兵
衛
）
は
、
名
主
や
戸
長
と
し
て

村
の
有
力
者
で
あ

っ
た
。

内
浦
盟
社
に
は
、
ど
の
よ
う
な
メ
ン

バ
ー
が
集
り
、
ど
の
よ
う
な
書
籍
を
購

入
し
た
の
か
く
よ
わ
か
ら
な

い
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
増
田
政
慶
の
よ
う
な
地
域

名
望
家
が
中
心
と
な

っ
て
結
成
し
た
民

衆
の
自
主
的
な
学
胃
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
史
料
の

文
面
か
ら
は
、
明
治
維
新
と
い
う
新
し

い
時
代
の
開
幕
期
に
お
い
て
、
中
央
に

遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
と
進
ん
で
新

し
い
西
洋
の
文
化
を
取
り
入
れ
よ
う
と

す
る
地
方
民
衆
の
意
気
込
み
が
強
く
読

み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

文
明
開
化
期
か
ら
自
由
民
権
期
に
か

け
て
、
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
全
国
的

に
学
習
結
社
や
民
権
結
社
な
ど
を
族
生

さ
せ
た
が
、
内
浦
盟
社
が
そ
の
後
自
由

民
権
運
動
な
ど
と
ど
う
関
わ

っ
て
い
っ

た
か
は
今
後
の
調
査
課
題
で
あ
る
。

◎
企
画
展

「沼
津
兵
学
校
」
は
１０
月
３０

日
で
終
了
し
ま
す

八
月

一
日
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
た
企

画
展

「
沼
津
兵
学
校
～
そ
の
教
育
と
人

材
～
」
は
、
好
評
の
う
ち
に
こ
の
１０
月

３０
日
で
終
了
し
ま
す
。

今
回
の
展
示
物
の
う
ち
、
借
用
し
た

資
料
以
外
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も

常
設
展
示
と
し
て
生
か
し

て
い
く

つ
も

り
で
す
。
企
画
展
は
終
了
し
ま
す
が
、

沼
津
兵
学
校
に
つ
い
て
は
、
当
館
の
中

心
テ
ー

マ
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
展
示

・

紹
介
を
続
け
ま
す
。

◎
図
録

「沼
津
兵
学
校
」
の
御
紹
介

企
画
展

「
沼
津
兵
学
校
」
の
開
催
を

記
念
し
て
刊
行
し
た
図
録

「
沼
津
兵
学

校
」
（
Ｂ
５
判

・
６３
頁
）
は
、
二
、
一〇

〇
円
に
て
現
在
販
売
中
で
す
．

沼
津
兵
学
校
の
人
材
の
中
に
は
従
来

顔
写
真
が
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
図

録
で
は
今
回
は
じ
め
て
公
開
す
る
も
の

も
含
め
、
多
く
の
写
真
を
盛
り
込
み
、

沼
津
兵
学
校
に
つ
い
て
視
覚
的
に
わ
か

る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
た
。

こ
の
機
会

に
是
非
御
購
読
下
さ
い
。

一

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

古
文
書
を
は
じ
め
て
読
む
入
門
者
を

対
象
に
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
の
親

し
み
や
す

い
郷
土
史
料
を
テ
キ
ス
ト
に

し
な
が
ら
、
く
ず
し
字
な
ど
の
解
読
力

を
養
う
講
座
で
す
。

自
分
の
力
で
歴
史
を
ひ
も
と
く
楽
し

さ
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
　
き

一
Ｈ
月
２３
日
、
Ｈ
月
３０
日
、

１２

月
１４
日
、

‐２
月
２‐
日
、
１
月
Ｈ
日
、

１
月
１８
日
の
各
日
曜
日
、
午
後
２
時

～

４

時

と
こ
ろ

一
明
治
史
料
館
講
座
室

講
　
師

¨
市
立
高
校
　
友
野
博
先
生

一疋
　
員

¨
三
〇
名

受
講
申
込

一
当
館
ま
で
電
話
に
て

◎
「な
つ
か
し
の
沼
津
」
写
真
展

へ
の
写

真
を
募
集
し
ま
す

当
館
で
は
、
こ
の
冬
に

「
な

つ
か
し

の
沼
津
」
写
真
展
を
企
画
し
、
市
民
の

皆
様
が
お
持
ち
に
な

っ
て
い
る
郷
上
の

古

い
写
真
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

沼
津
の
街
角
や
建
造
物
、
古

い
校
合

の
前
の
事
業
写
真
、
か
つ
て
の
名
士
と

一
緒
に
撮

っ
た
ス
ナ

ッ
プ
分
当
時
流
行

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
写
真
な
ど
、
明
治

・

大
正

・
昭
和
の
占

い
家
庭
の
ア
ル
バ
ム

を

を
も
う

一
度
見
直
し
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
は
と
思
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
御

一
報
下
さ
い
。

◎
金
岡
中
学
校
美
術
部
の
皆
さ
ん
が
江

原
素
六
の
少
年
時
代
を
描
き
ま
し
た

現
在
、
当
館
の
４
階
展
示
室
で
は
、

江
原
素
六
の
自
叙
伝
か
る
、
そ
の
少
年

時
代
の
エ
ビ
ツ
ー
ド
を
や
さ
し
く
紹
介

し
た
‐３
枚
の
絵
が
展
示
中
で
す
。

こ
れ

は
、
金
岡
中
学
校
美
術
部
の
生
徒
の
皆

さ
ん
に
よ
る
作
口叫
で
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
７

飾
諜
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

Ｌ
＝
晰
Ｌ

▲貧 しさのため

やっとのこと

寺子屋に入門
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